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入院中の維持血液透析患者 16 名に対し、透析中条件は透析の前半 2 時間で、非透析
日は透析条件と同じ時間帯で運動を実施した。運動は、ベッド上背臥位にて簡易エルゴ
メータ（エスカルゴ、昭和電機）を用いて実施した。運動は 10 分のウォーミングアッ
プ、自転車運動 20 分 (他動運動一定)とし、運動中および運動後から透析終了までの血
圧、心拍数、自律神経反応を測定した。自律神経反応は、心拍センサー（WHS-1、ユニ
オンツール株式会社）にて測定した運動中の心拍の R-R 間隔のデータから、交感神経活
動を反映する LF/HF と、副交感神経活動を反映する HF を測定した。 
【結果】  
透析中の運動時の SBP は非透析日よりも有意に高値を示した (138.1vs148.3mmHg  
p<0.05)。 ま た 透 析 中 の 運 動 時 の HR は 非 透 析 日 よ り も 有 意 に 低 値 を 示 し た 。
(74.3vs70.5bpm p<0.05)。 DBP は透析中と非透析日で有意な差を認めなかった (67.3 
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